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数字で見る令和6年度ごみ事情



主な家庭ごみの収集量の比較
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単位：ｔ

燃やせるごみは計画値を上回っている。△
生ごみは計画値を下回っていますが、昨年度と比較して収集量が大きく増加している。〇
ミックスペーパーは前年からも収集量が大きく増加し、計画値を上回っている。◎

区分 R5 R6 前年比 R6計画値 R6計画値との比較

燃やせるごみ ー 5,954.63 ー 5,435 110%

生ごみ 1,250.87 1,381.66 110% 1,812 76%

ミックスペーパー 235.70 257.45 109% 250 103%
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ごみの総排出量の推移
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単位：ｔ

総排出量は年々減少しており、計画値を大きく下回っている。

0
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生ごみ・資源ごみの割合が減少し、燃やせるごみの割合が増加
→適正なごみの分別が促進

家庭ごみの組成分析の比較
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令和6年度から生ごみ用ごみ袋1.5ℓを新しく販売
→全体の約３割の納品数

単位：枚

３リットルが６割を占めている。

生ごみ用指定ごみ袋納品数について
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販売開始当初に需要大→ピーク時の約3％まで減少→令和8年3月31日（令和7年度）で運用終了

差額シール納品数について
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ごみの分別区分の変更などにより、不適正ごみ排出の総数は昨年度と比較し全体的に増加。
変更当初の４月から比較すると減少傾向。

単位：袋

ごみステーションの排出状況



8

不適正排出の理由で「差額シール貼付なし」が令和6年4月は約１４％を占めているが、
令和7年3月には約0.3％まで減少している。

不適正ごみ排出内訳
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不適正ごみ排出内訳（R7.3）

※1その他には資源の汚れ・時間外排出・透明袋以外 未細断が含まれる。

※1

※2

※2

※2「曜日違い」は適正な収集日に回収される。
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令和6年度実績

搬出回数：1,178回

搬 出 量  :6,356.34ｔ

※3台の車両が1日2～3回クリーンセンターと千
歳の焼却施設を往復しています。

燃やせるごみ中継施設の稼働状況
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ごみ搬入量（ｔ）

千歳市 29065.08

北広島市 9859.14

南幌町 804.74

由仁町 505.39

長沼町 1206.9

栗山町 1776.23

合計 43217.48

焼却灰搬出量（ｔ）
北広島市 1330.48

合計 5,885.15

焼却施設の稼働状況
令和6年度実績

発電電力量（kwh） 15,055,030

売電金額（円）※税込 143,716,246
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